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コ
リ
!
と
ラ
イ
ス
ト
か
ら
の
便
り

先
日
、
ィ
ジ
ド
の
コ
リ
ー
と
、
ス
イ
ス
の

ラ
イ
ス
ト
か
ら
相
前
後
し
て
手
紙
が
届
い

た
。
そ
の
冒
頭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
J
A
C

の
依

頼
で
何
2
5
a
E
E

同
ピ
F

な
る
原
稿
在

送
っ
た
が
、
そ
の
載
っ
て
い
る
山
日
記
ハ
一

九
七
O
年
版
〉
を
未
だ
貰
っ
て
い
な
い
が
、

郵
送
中
に
紛
失
し
た
の
で
は
な
い
か
と
案
じ

て
い
る
、
も
う
一
冊
送
っ
て
貰
え
な
い
か
と

い
う
と
と
で
あ
る
。

調
ベ
て
み
る
と
、
両
方
共
送
っ
て
い
な
い

よ
う
な
の
で
、
早
速
、
当
方
の
思
わ
ぬ
手
違

い
だ
っ
た
こ
と
を
鄭
重
に
お
詫
び
し
て
空
送

し
、
ほ
っ
と
し
た
と
と
ろ
だ
。

同
様
な
ケ
1

ス
が
会
員
の
寄
稿
者
の
中
に

も
あ
っ
た
よ
う
な

ζ

と
を
聞
い
た
の
で
誠
に

申
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
山
日
記
に
し
ろ
、

山
岳
に
し
ろ
編
集
を
担
当
す
る
人
達
の
多
忙

さ
、
労
苦
は
大
変
な
も
の
だ
が
、
お
互
に
協

力
連
絡
し
あ
っ
て
手
蕗
ち
の
な

い
よ
う
円
滑

に
や
っ
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

x

x

x

 

ラ
イ
ス
ト
の
手
紙
に
は
面
白
い
こ
と
が
書
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夫

い
て
あ
っ
た
。
彼
は
彼
の
五
土
威
の
誕
生
日

の
数
日
前
、
こ
の
二
月
十
八
日
に
ア
コ
ン
カ

グ
ア
の
頂
上
に
立
っ
た
。
彼
の
玉
大
陸
の
最

高
峯
に
立
つ
と
い
、
?
氷
い
聞
の
念
願
が
よ
う

や
く
こ
れ
で
達
成
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
た
び

ご
と
の
費
用
を
貯
め
る
た
め
に
透
算
二
十
一

年
を
要
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
山
々
は

左
の
通
り
。

モ
ン
・
ブ
ラ
シ
(
一
九
五
0

・
九
・
四
〉

そ
の
後
数
回
。

エ
ベ
レ
ス
ト
(
一
九
五
六
・

五
・
二
四
)

キ
リ
マ
シ
ジ
ャ
ロ
(
一
九
六
九
・7
二
一
)

マ
ッ
キ
シ
レ

l
(
一
九
六
一
・
五
・
一
一
)

ア
コ
Y

カ
グ
ア
(
一
九
七
一
・
二
・
一
八
〉

ラ
イ
ス
ト
は
と
の
外
、
ベ
ル
1

の
最
高
峯

ウ
ァ
ス
カ
ラ
ン
ハ

一
九
六
五
・
十
一
・
七
〉

に
も
登
っ
て
い
る
。

そ
し
て
富
士
山
は
未
だ
と
。

そ
し
て
彼
は
、
国
際
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊

長
の
デ
ィ
レ
シ
フ
ァ
l

ス

か
ら
、
日
本
の
植

村
直
己
が
五
大
陸
の
最
高
峯
を
登
っ
た
と
聞

い
た
が

、

彼
の
エ
ベ
レ
ス
ト
以
外
の山
々
の

記
録
に
つ
い
て
は
何
も
知
っ
て
い
な
い
。
登

頂
の
年
月
で
も
知
り
度
い
と
言
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
そ
の
デ
ー
タ
だ
け
は
僕
の
返
信
の

末
尾
に
書
き
添
え
て
お
い
た
。

値
村
は
、
一
九
六
五
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
大
物

ゴ
ジ
ュ
ン
パ
カ
γ
(
七
、
六
四
六
m
)
初
登

頂
者
と
い
う
栄
冠
に
恵
ま
れ
て
以
来
、
一
九

七
O
年
の
マ
ッ
キ
ン
レ
1

登
頂
に
至
る
五
年

の
間
に
ラ
イ
ス
ト
と
同
じ
五
大
陸
の
最
高
峯

に
登
っ
て
い
る
。
し
か
も
エ
ベ
レ
ス

ト

を
除

く
四
峯
は
全
部
単
独
登
頂
と
い
う
記
録
を
残

し
た
。

本
年
三
十
一
歳
と
い
う
若
い
彼
の
山
歴
と

し
て
は
世
界
の
登
山
界
に
も
類
の
な
い
立
派

な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
到

達
す
る
道
を
い
つ
も
殆
ど
彼
自
身
の
力
で
切

り
拓
い
て
い
る
点
を
買
い
た
い
。
単
独
登
山

と
い
う
計
画
に
つ
い
て
は
、
一
応
批
判
は
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
相
談
を
受
け
た
人

達
は
彼
の
こ
と
な
ら
と
賛
意
を
表
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
先
日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
帰
っ
た

ば
か
り
の
彼
の
話
で
は
、
未
だ
グ
リ
ー

ン
・

ラ
ン
ド
や
南
極
で
の
色
々
な
夢
を
考
え
て
い

る
よ
う
だ
。
好
漢
の
前
途
に
心
か
ら
の
声
援

を
送
り
た
い
。

x

x

x

 

コ
リ

1

中
佐
(
イ
ン
ド
海
軍
)
は
、
一
九

六
五
年
の
イ
ン
ド
・
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
の
隊
長

で
、
九
名
の
隊
員
が
四
回
に
わ
た
っ
て
頂
上

に
立
つ
と
い
う
成
果
を
記
録
し
た
。

僕
は
一
九
六
三
年
、
日
本
の
エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
の
許
可
を
と
り
つ
け
る
べ
く
、
ネ
パ
ー

ル
政
府
と
打
合
わ
せ
の
た
め
カ
ト
マ
ン
ズ
を

訪
れ
、
そ
の
帰
途
イ
ン
ド
登
山
財
団
の
あ
る

ニ
ュ
l

・
デ
リ
1

の
国
防
省
を
訪
ね
た
。

次
官
の
サ
リ
ン
が
財
団
の
チ
ェ
ア
・
マ
ン

で
、
イ
ン
ド
・
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
の
主
な
連
中

を
集
め
て
く
れ
た
。
彼
等
は
、
六O
年
、
六

二
年
の
挙
図
的
大
が
か
り
な
挑
戦
に
失
敗
を

喫
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
入
手

し
て
い
た
六
五
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
入
山
許
可

を
二
年
後
に
ひ
か
え
、
一
謙
虚
な
う
ち
に
も
満

々
た
る
闘
志
を
に
お
わ
せ
て
い
た
。

日
本
も
六
六
年
、
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
の
入

山
許
可
の
内
諾
を
得
て
い
た
の
で
エ
ベ
レ
ス

ト
に
対
す
る
討
論
、
情
イ
謹
父
換
が
熱
心
に
続

け
ら
れ
た
。
そ
の
中
心
的
存
在
が
、
タ
ー
バ

ン
を
巻
い
た
彫
り
の
深
い
端
正
な
顔
に
美
髭

を
た
く
わ
え
た
コ
リ

l
(
当
時
少
佐
〉
で
あ

っ
た
。

そ
の
頃
イ
γ
ド
の
登
山
界
は
急
激
な
躍
進

途
上
に
あ
り
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
日
本
に
お
け

る
登
山
の
実
力
を
知
っ
て
お
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

地
元
の
固
と
し
て

、

あ
ら
ゆ
る
協
力
と
情
報

の
提
供
を
惜
し
ま
な
い
と
甚
だ
好
意
的
で
あ

っ
た
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
当
時
盛
ん
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
イ
ン
ド
女
性
の
登
山
家
達

を
選
び
日
印
婦
人
合
同
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊

編
成
に
つ
い
て
の
熱
心
な
申
入
れ
が
あ
っ

た
。
こ
れ
が
具
体
化
し
て
一
九
六
八
年
、
宮

崎
隊
が
カ
イ
ラ
ス
峰
に
遠
征
す
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
ん
な
と
と
か
ら
、
コ
リ
!
と
は
文
通
が

度
重
な
り
、
大
小
色
々
な
日
本
登
山
隊
が
イ

ン
ド
登
山
財
団
や
コ
リ
1

遠
の
お
世
話
に
な

っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
彼
は
国
防
省
を
辞
め
て
イ
ン
ド
航
空

に
関
係
し
て
い
る
。
前
述
サ
リ
ン
次
官
は
重

工
業
省
の
偉
い
地
位
に
在
任
し
て
い
る
と
い

‘
「
ノ
。山

岳
創
刊
号
復
刻
版

予
約
申
し
込
み
下
さ
い

会
報
=
二
二
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に

図
書
委
員
会
で
は
、
本
会
機
関
誌
「
山
岳
」

創
刊
号
の
復
刻
版
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
現
物
と
全
く
同
様
な
も
の
を
作
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
頒
価
は
一
部
千
八
百
円

(
送
料
二
百
円
)
で
す
。

三
百
部
限
定
出
版
で
、
二
号
、
三
号
と
続

け
て
作
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
す
で
に
多
数

の
会
員
か
ら
予
約
の
申
し
込
み
を
受
け
て
お

り
ま
す
が
、
す
で
に
書
面
で
予
約
さ
れ
て
お

る
方
も
、
ま
た
新
し
く
申
し
込
ま
れ
る
方
も

十
一
月
末
日
ま
で
に
代
金
、
送
料
を
そ
え
て

本
会
図
章
妻
員
ま
で
あ
ら
た
め
て
御
予
約
下

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

( 1 ) 

会
費
納
入
の
お
願
い

本
年
度
会
費
未
納
の
方
が
ま
だ
か
な
り

お
り
ま
す
。
現
在
会
費
納
入
率
は
五
十
%

未
満
で
「
山
岳
」
の
発
行
も
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
名
簿
発
行
な
ど
出
費
が

重
な
り
、
会
の
会
計
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
未
納
の
方
は
大
至
急
お
納
め
下
さ
い
。
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一
九
七O
年
の
暮
に
、
ソ
連
ア
ル
ピ
ニ
ズ

ム
年
鑑
(
一
九
六
五t
六
七
年
〉
が
出
版
さ

れ
た
。
題
名
は
征
服
さ

れ
し

峯
々
、
副
題
と

し
て
ソ
連
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
年
鑑
と
記
さ
れ
て

い
る
。
同
書
の
編
集
人
、
出
版
社
、
そ
の
内

容
他
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

出
版
社
H

ム
ィ
ス
リ
(
モ
ス
グ
ワ
l

一
九

七
O
年
〉

監
修

H
P

・
S

・

ポ
ト
タ
エ
フ

副
監
修
H
A
・

A
・

ス
ネ
サ
レ
フ

編
集

H
E

・

B

・
ギ
ベ
ン
V
イ
テ
ル
、

I

・

v
・

ュ
l
ヒ
ン

、

K
・

K

・

グ
ヅ
ミ
ン

、

E

・

D
・

シ
l

モ
ノ
フ
、
A
・

A

・
レ
タ
ヴ
ェ

ト

、

A
・

X
・

ヘ
ル
ギ
ア
ニ
。

三
三
五
頁
、
写
真
|

三
五
菜
、
折
込
み
写

真
l

一
一
葉
、
地
図l

一
葉
。

「
目

次
」

A

・
ポ
ロ
ヴ
ィ
コ
フ
ソ
連
邦
五
O
周
年

記
念
レ
l

ニ
ン
峯
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ア
l
ダ
。

ー

遠
征

l

v
・

ト
タ
マ
コ
フ
、

M
-
グ
ル
ジ
ン
ス
キ

ー
天

山
の
巨
人
。

V

・
ネ一
ダ
ラ

1

ソ
フ
、
ピ
ャ
シ
ジ
河
に
そ

び
え
る
そ
ニ
ュ
1

メ
シ
ト

群
。

K
-

F

ジ
ミ
ン

、

v
・

イ
ワ
ノ
フ
、

v
­

ツ
ェ
ト

リ
ソ
、
エ
ヴ
ゲ
l

ニ
ヤ
・

コ
ル
ジ
ェ

ネ
フ
ス
キ

l

峯
。

一
九
六
六
年

B

・

ガ
ヴ
リ
ロ
フ
、
パ
ベ
l

ダ
山
群
の
縦

走
。v

・

エ
リ
チ
ベ
コ
フ
、
A
・

ピ
ヤ
ン
コ
フ

G

・
グ
ル
コ
ア
ス
キ
ー

、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

山
脈
の
六
O
O
O
m
峯
攻
撃
。

-

競
技
登
山
|

A
-

ス
ネ
サ
レ
フ
、
D
・
チ
レ
シ
ュ
キ
ン
、

チ
ャ
ト

ゥ
ィ
ン
攻
撃
。

P

・

ポ
ト

タ
エ
フ

、

ウ
シ
パ
の
不
滅
の
人

気
。N

・

パ
ガ
ヌ
ウ
ツ
ィ
、
V

・
セ
ベ
リ
ニ
コ

フ
、

フ
ァ
ン
山
群
に
於
け
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
達
。

ー

科
学
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
|

A
-

F

ゥ
ズ
ネ
ツ
オ
フ
、
ア
ル
タ
イ
(
ア

グ
ト
ル
ウ
)
ア
ク
ト
ル
ウ
峡
谷
の
地
理
物
理

学
的
特
徴
。

Y
-

ア
ル
チ
ュ
ノ
フ

、

鉄
砲
水i
山
に
於

け
る
と
の
危
険
な
現
象
。

ー
体
験
と

実
践
l

Y

・
チ
ェ
ル
ノ
ス
リ
ヴ
ィ
γ
、

B

・

レ
ヴ

ィ
ン
、
ア
ル
ピ

ニ

ス
ト
の
近
代
装
備
に
つ
い

て
。V

・

コ
コ
レ
ヴ
ィ
シ
、
初
心
者
か
ら
ス

.

ホ

l

ツ
マ
ス
タ
ー

ま
で
。

ー

歴
史

|

p

・
ポ
ト
タ
エ
フ
、
祖
国
防
衛
戦
争
に
於

け
る
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト

達
。

ー

海

外
l

G

・
ア
ノ
1

ヒ
シ
、
オ
リ
ン
ポ
ス
山
と
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
達
。

V
・
シ
ャ
タ
l

エ
フ
、
大
カ
.
フ
サ
ン
の
壁

〈
ア
ル
プ
ス
〉
二
つ
の
民
再
挙
。

V
-

ボ
ナ
ッ
テ
ィ
、
困
難
な
道
(
翻
訳
)
。

A
・

オ
ヴ
チ
ン
エ
コ
フ

、

V
・
オ
ニ
シ
ェ
ン

コ
、
.

フ
チ
・

ド
リ
ュ
の
ボ
ナ
ジ
テ
イ
ル
1

ト
。

E

・
ギ
ベ
ン
レ
イ
テ
ル
、
イ
ン
ド
隊
の
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
。

V
・

ス
グ
ゥ
ル
ラ
ト
フ
、
エ
ル
パ
イ
ヤ
。

Y
・

グ
ゥ
リ
ヤ
γ
、
南
極
で
の
登
挙
。

-
図

書
と

評
論
|

ムム

!話
ア

九}[，

主ピ
一

六ズ

左ム
田 「 年

( 村 鑑
在 てアて7

モ 俊
ス

ク 介
ワ
、ーノ

内
容

概
略

「
ソ
連
邦
五
O
周
年
記
念
レ
l

ニ
γ
峯
国

際
ア
ル
ピ
ニ
ア
1

ダ
」
A
・

ボ
戸
ヴ
ィ
コ
フ

巻
頭
論
文
で
あ
る
。
ポ
ロ
ヴ
ィ

コ
フ
は
ソ

連
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
連
盟
の
会
長
で
私
は
一
九

六
九
年
一
O
月
チ
ェ
コ
ス
ロ
パ
キ
ヤ
の
プ
ラ

ハ
で
開
催
さ
れ
た
U
・
-
-

A
-
A

で
彼
と

一
絡
に
行
動
を
し
た
、
ア
パ
ラ
!
コ
フ
兄
弟

等
と
ソ
連
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
基
盤
を
作
っ
た

人
で
あ
る
。

本
文
は
一
九
一
七
年
の
?
y

ヤ
革
命
五
O

周
年
記
念
に
当
る
一
九
六
七
年
の
七
月l
八

月
、
レ
1

ニ
ン
峯
(
七
一
一
一
一
四
m
)
で
行
わ

れ
た
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
連
盟
主
催
の
第
一
回
国

際
ア
ル
ピ
ニ
ア
l
ド
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ

る
。
レ
1

ニ
ン
峯
の
登
挙
は
ソ
連
の
四
つ
の

七
O
O
O
m
峯
の
中
で
は
、
そ
の
困
難
度
、

気
象
条
件

、

地
質
的
条
件
よ
り
最
も
容
易
と

さ
れ
て
い
る
。
ベ
ー

ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る

ア
チ
グ

・

ス
ウ
の
源
頭
に
あ
る
ん
コ
ヴ
ァ
ヤ

・
ポ
リ
ャ
1

ナ
(
葱
の
原
〉
と
呼
ば
れ
て
い

る
ベ
1

ス
・
キ
ヤ
ジ
プ
(
約
三
七
五O
m
)ま

で
は
オ
l

シ
市
か
ら
車
で
一
昼
夜
で
あ
る
。

こ
の
ア
ル
ピ
ニ
ア

l

ド
に
は
外
国
隊
は
オ

1

ス
ト

リ
ヤ
、
プ
ル
ガ
リ
ヤ
、
ハ
ン
ガ
リー

、

東
ド
イ
ツ

、

イ
タ
リ
ャ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

、

チ

ェ

コ

ス
ロ
パ
キ
ヤ
、

ュ
1

ゴ
ス
ラ
ピ
ヤ
が
参

加
し
た
。
登
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
、
リ
ッ
.
フ

キ
シ
岩
壁
を
通
る
グ
ラ
シ
ッ
ク
・
ルl
ト
及

び
ラ
ズ
ジ
ェ
1

リ
ヌ
ィ
峯
を
経
る
西
稜
ル
ー

ト

、

又
ζ

の
ア
ル
ピ
ニ
ア
ド
で
初
ト
レ
ー
ス

さ
れ
た
次
の
数
本
の
ル1
ト
、
即
ち
北
稜
の

五
五
四
七
m
峯
を
巡
る
ん
l
ト
、
小
サ
ウ
グ

・

ダ
ラ
氷
河
よ
り
六
八
五
二
m
峯
を
通
る
縦

走
ル
1

ト
、
六
二
五
七
m
峯
と
六
八
五
二
m

峯
よ
り
グ
ル
ィ
レ
ン
コ
峠
を
経
て
更
に
ス
パ

ル
タ
グ
ス
峯
と
第
一
九
回
共
産
党
大
会
峯
を

南
西
か
ら
北
東
へ
と
縦
走
す
る
ル1
ト
、
オ

A
・

ヘ
ル
ギ
ア

ニ
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
に
関

す
る
海
外
図
書
の
論
評
。

ー
ク

ロ
二
ク
ル

・
参
考
資
料
|

ソ
連
に
お
け
る
各
年
の
登
挙
記
録
。

ー

ス
ト

リ
ヤ
隊
が
行
っ
た
サ
ウ
グ

・

ダ
ラ
氷

一
ス
キ
1

、

K
-
F

レ
ツ
コ

の
五
人
。
こ
れ
ま

河
か
ら
東
壁
を
登
る
ル
l

ト

で
あ
る
。
と
の

一
で
ト

レ
ー

ス
さ
れ
た
ル
l

ト

は
一
四
の
多
く

ア
ル
ピ

ニ
ア
l

ド
で
三
O
O
人
以
上
の
ア
ル

一
を
数
え
て

い
る
。
こ
れ
程
多
く
の
人
に
、
と

ピ

ニ
ス
ト

が
レ
1

ニ
ン
峯
の
頂
上
を
踏
ん

一
れ
程
多
て
の
ル1
ト
か
ら
登
頂
さ
れ
た
七
O

だ
。
最
後
に
著
者
は
こ
の山
行
の
何
よ
り
の

一
O
O
m
峯
は
世
界
に
山
多
し
と
い
え
ど
他
に

成
果
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
岳
人と
の
友
好
関
係

一
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る。

を
深
め
た
こ
と
で
あ
る
と

し
め
く
く
っ
て
い

一
|

遠

征
|

る
。

一
「
天
山
の
巨
人
」
V
・
ト
グ
マ
コ
フ
、

M
­

な
お
こ
の
論
文
の
中
に
は
記
載
さ
れ
て
な

一
グ
ル
ジ
シ
ス
キ

ー

ぃ
、

同
峯
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
興
味
あ
る
記
一
筆
者
の

一
人
、
M
・
グ
ル
ジ
ン
ス
キ
ー
は

録
を
付
記
し
て
お
く
。
一
天

山
の
文
献
学
に
於
け
る
ソ
連
の
第
一
人
者

レ
l
ニ

ン
峯
の
初
登
頂
は
一
九
二
八
年
九
一
で
あ
る
。
私
は
同
氏
の
「
ハ
ン
テ
シ
グ
リ
と

月
二
五
日
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミー

の
ソ
連
、
一
そ
の
周
辺
」

と
い
う
一
文
を
訳
し

「
岩
と

ド
イ
ツ
合
同
遠
征
隊
のド

イ
ツ
隊
隊
長
肘
・
一
雪
」
十
一
一
一
号
に
掲
載
し
た
と
と
が
あ
る
。
又

〉
下
巧
回
Z

同
瞥
員
開
・
ω
の
同
Z
E
U

何
回
戸

一
と
ん
な
記
録
も
あ
り
、
一
九
六
九
年
五
月
、

戸
巧

田

之
の
三
人
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
。

一
中
央
ア
ジ
ヤ
を
旅
し
た
時

、

白
い
リ
シ
ゴ
の

と
の
時
、
三
人
は
大
サ
ウ
グ
・
ダ
ラ
氷
河
よ
一
花に
つ
つ
ま
れ
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
主
都
ア

り
グ
ル
ィ
レ

y

コ
峠
を
経
て
東
稜
を
挙
じ

一
ル
マ
・

ア
タ
で
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
連
盟
カ
ザ
フ

た
。
そ
し
て
一
五
時
三O
分
頂
上
に
達
し
た
。

一
ス
タ
ン
支
部
(
同
じ
建
物
に
一
緒
に
カ
ザ
フ

し

か
し
と
の
登
頂
に
は
頂
上
で
の
写
真
も
な

一
ス
タ
ン
山
岳
会
が
あ
る
)
に
立
ち
寄
り
、
グ

け
れ
ば
、
頂
上
に
達
し
た
何
の
証
拠
も
な
か

一
ル
ジ
ン
ス
キ
ー

に
会
っ
た
。
グ
ル
ジ
シ
ス
キ

っ
た
為
、
又
最
終
キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た
五
八一
ーは
ア
連
盟
カ
ザ
フ
ス
タ
シ
支
部
長、

功
労

二
O
m
の
グ
ル
ィ
レ
ン
コ
峠
か
ら
七
二
ニ
四

一
ス
ポ
ー
ツ

・
マ
ス
タ
ー

で
あ
る
。
戦
争
で
負

m
の
頂
上
ま
で
高
墜
左

一
三
一
回
m
を

一気

一
傷
し
た
足
を
引
き
り
な
が
ら
「
私
は
と
の

に
駆
け
登
る
と

い
う
超
ス
ピ
ー

ド
で
あ
っ
た

一
と
お
り
足
が
不
自
由
な
の
で
、
も
う
先
鋭
的

為
、
長
い
間
ソ
連
の
岳
人
達
は
こ
の
成
功
を
一
な
登

山
は
で
き
な
い
の
に

、

ま
だ
山
と
の
縁

疑
い
の
目
で
見
て
い
た
。
し
かし
そ
の
時
よ

一
が
切
れ
ず
に
私
が
出
来
る
か
た
ち
で山
に
向

り
二
九
年
を
経
た
一
九
五七
年
、
V
・
A
-

一
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
パ
ジ
シ

-
F
ム
ラ
に
は

エ
リ
チ
ベ
コ
フ
を
隊
長
と
す
る
ウ
ズ
ベ
タ
ス

一
私
の
拙
文
を
訳
し
て
戴
き
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の

タ
ン
の
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト

達
は
頂
上
で
外
国
製

一
本
を
ア
ル
マ
・
ア
タ
ま
で
送
っ
て
戴
い
たζ

の
陽
よ
け
眼
鏡
の
金
属
製
の
わ
く
を
頂
上
の

一
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
い
な
が
ら
、

南
よ
り
の
石
の
聞
か
ら
見
つ
け
た
。
又

一
九

一
同
氏
の
作
図
し

た
中
央
天
山
、
ザ
イ
リ
ス
キ

六
七
年
の
第
一
回
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ア
l

ド
で

一
1

山
脈
、
グ
ン
ゲ
イ
・
ア
ラ
タ
ウ
山
脈
な
ど

オ
l

ス
ト

リ
ヤ
の
ワ
ル
テ
ル
が
グ
ル
ィ
レ
ン
一
の
天
山
の
詳
細
な
地
図
や
写
真
を
見
せ
て
く

コ
峠
よ
り
一日
の
内
に
頂
上
に
達
し
、
初
登

一
れ
た
り
し

て
歓
待
し

て
く
れ
た
。

頂
の
裏
づ
け
を
行
っ
た
。

一
ζ

の
文
の
題
目
に
な
っ
て
い
る
「
天
山
の

一
九
二
八
年
の
初
登
頂
か
ら
一
九
六
七
年一
巨
人
」
と
は

一九
六
五
年
現
在
、
ソ
連
領
の

の
第
一
回
ア
ル
ピ
ニ
ア
1

ド
ま
で
の
四
O
年

一
中
で
残
さ
れ
た
未
登
頂
峯
中
の
最
高
峯

、

ヴ

聞
で
レ
峯
に
は
計
八
三
隊
、
八一
二
人
(
一
一
オ
ン
ヌ
イ
エ
・
ト

ポ
グ
ラ
フ
ィ
峯
ハ
六
八
七

九
六
八
年
ま
で
に
入
八
八
人
〉
が
登
頂
し
、

一
一
ニm
)
の
こ
と

で
あ
る
。

〈続
く
)

そ
の
内
女
性
は
四
四
人
で
あ
っ
た
。
三
回
査
一

頂
し
た
人
は
V
・

ア
パ
ラ
l

コ
フ

、

K
-
グ
一

ジ
ミ
ン

、

Y
A
・

ア
ル
キ
ン
、
E

・
イ
リ
ン
一

ﾗ 

X 

X 

X 

X 

ﾗ 
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X 

『
レ
1

ニ
ン
峰
・

・
周
辺
図
』

ト
ラ
ン
ス

・

ア
ラ
イ
の
一
部
、、

レ
l

ニ
シ

蜂
周
辺
の
地
図
は
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャー

ナ
ル
そ
の
他
で
お
目
に
か
か
っ
て
い
る
が

、

一番
大
き
く
て
解
り
易
い
の
は
ヴ
ィ
1

ン
の

ラ
ヴ
ィ
カ
が
、
オ
ー

ス
ト
リ

ア
山
岳
会
の
会

誌
O
〉
N
-
Z
O
〈
・~U
R
-
-
H白
血
斗
に
発
表
し

た
も
の
で
あ
る
。

田
村
君
の
貴
重
な
原
稿
は
大
部
前
に
モ
ス

コ
ー

か
ら
送
ら
れ
て
来
た
も
の
だ
が、
中
に

あ
る
地
図
を
よ
く
調
ベ
て
か
ら
と
思
っ
て
い

た
の
で
掲
載
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

田
村
君
の
作
っ
た
地
図
と一フ
ヴ
ィ
カ
の
も

の
と
で
は
中
央
部
そ
の
他
に
食
い
違
い
が
少

し
あ
る
の
を
発
見
し
た
が
、
地
名
で
ラ
ヴ
ィ

カ
の
に
な
い
の
も
あ
り

、

そ
の
反
対
の
と
と

も
あ
り
で
、
両
者
を
補
い
合
っ
て
書
き
直
し

た
の
が
と
と
に
ど
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
山岳
」
一
九
七
O
年
版
に
も
あ
ら
い
地

図
が
出
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
中
島
君
の

依
頼
に
よ
り
ラ
ヴ
ィ
カ
図
で
そ
れ
を
補
正
し

て
お
い
た
。

と
の
地
図
に
は
縮
尺
約
一
O
万
と
あ
る
が

「
山
」
の
紙
面
の
都
合
で
ホ
ン
の
少
し
そ
れ

よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
参
考
に

す
る
程
度
だ
っ
た
ら
大
し
た
支
障
は
あ
る
ま

し
v

回
村
君
と
言
え
ば
、
先
日

「
山
」
に
グ
ッ

グ
登
山
堂
書
い
た
脇
坂
教
授
ハ貯
歳
)
が

、

モ
ス
コ
l

の
学
術
会
議
に
出
席
す
る
と
い
う

の
で
田
村
君
の
と
と
を
紹
介
して
お
い
た
ら

ホ
テ
ル
で
会
っ
て
懇
談
し
た
と
い
う
薬
害
が

脇
坂
教
授
か
ら
届
い
た
。

日
本
山
岳
会
の
会
員
が
方
々
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
便
利
で
あ
る
し
、
心

強
く
も
あ
る
。
私
も
一
度
は
田
村
君
の
い
る

う
ち
に
そ
と
を
訪
ね
て
み
た
い
。〈

吉沢
一
郎
〉

X
 

ﾗ 

X 

X 

ﾗ 
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マ
ナ
ス
ル
(
八
一
五
六
m
)
は
一
九
五
六

年
、
日
本
山
岳
会
の
登
山
隊
(
模
有
恒
隊
長
)

に
よ
っ
て
、
そ
の
東
面
か
ら
数
次
に
亘
る
攻

撃
の
後
初
登
頂
が
な
さ
れ
た
、
日
本
人
に
よ

る
最
初
の
八O
O
O
m
峰
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
日
本
隊
に
よ
っ
て
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
、
旬
­

N
U、
パ
ウ
ダ
等
次
々
と
登
頂
さ
れ
、
所
謂

A
・
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン

「
マ
ナ
ス
ル
三
山
」
の
初
登
頂
時
代
に
ピ
リ

オ
ド
が
う
た
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
マ
ナ
ス
ル
の
西
側
は
、
か

つ
て
、
は
じ
め
て
と
の
山
を
望
見
し
た
テ
イ

ル
マ
ン
ゃ
、
日
本
山
岳
会
の
マ
ナ
ス
ル
偵
察

隊
に
よ
っ
て
、
つ
ば
さ
な
し
で
は
、
全
身
登

挙
不
可
能
だ
と
判
断
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
び
私
達
は
、
こ
の
マ
ナ
ス
ル
の
西

面
に
ル
l

ト
を
求
め
、
日
本
山
岳
会
に
よ
っ

て
初
登
頂
さ
れ
た
東
菌
へ
縦
走
し
、
東
面
の

ノ
ー
マ
ル
・

ル
l
ト
を
降
ろ
う
と
計
画
を
た

取
引品

目1の
で
あ

婦
、
主

;
ー

M

F
E
M

こ
の
西
側

山

正
確
に
一言
一
回
う

と
西
北
壁
は

約
四
o
o
o

m
の
一
角
昨
竪
左

が
あ
り
、
平

均
角
度
必
度

の
氷
と
岩
の

大
削
壁
で
ル

ー
ト
の
発
見

貌
は
勿
論
、
キ

吟
ャ
ン
プ
の
位

哩
置
す
ら
定
か

酎
で
は
な
か
っ

h

た
。

山
其
処
で
、

M
一九
七
。
年

仰
の
秋
、
二
名

虹
の
偵
察
隊
員

り
を
送
り
、
ベ

ょ

1
ス
キ
ャ
ン

c
 

n
u
、
J
、
J
、
，
、

e
B

、
，
、

仏
本
文
は
海

臼
外
へ
の
報
告

の
原
文
・
Y

マ
ナ
ス
ル
西
壁

一一、

橋

E震

I笥

プ
迄
の
コ
l
ス
の
発
見
、
そ
れ
よ
り
ア
ド
バ

ン
ス
、
ベ
ー
ス
・

キ
ャ
ン
プ
迄
の
ル
1

ト
フ

ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
及
び
現
在
大
変
情
勢
不

穏
な
状
態
だ
と
思
わ
れ
る
、
東
側
の
サ
マ
の

部
落
の
情
報
収
集
な
ど
、
六O
日
聞
に
百
一
り

本
格
的
な
偵
察
を
試
み
た
。

C
3
1

傘
岩
間
町
西
稜
を
荷
上
げ
す
る
。

左
の
岩
壁
は
一
気
に
ド
l

メ
ン

・
コ
l

ラ

ま
で
霊
直
に
落
ち
て
い
る
。

私
達
の
チ
1

ム
は
、
東
京
都
山
岳
連
盟
に

属
す
る
七
つ
の
山
岳
会
よ
り
参
加
し
た
全
員

で
一
一
名
の
チl
ム
で
あ
る
。
費
用
は
隊
員

各
自
で
持
寄
り
、
一
人
当
り
一
五
0
0
ド
ル

で
チ
l
ム
を
ま
か
な
う
予
定
で
準
備
に
は
い

っ
て
い
た
が
、
偵
察
墜
員
が
帰
国
し
、
そ
の

報
告
犯
よ
っ

て
、
相
当
数
の
物
量
が
必
要
な

と
と
が
判
り
、
一
人
当
り
二
五
0
0
ド
ル
宛

出
し
合
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
た
。

私
逮
チ
1

ム
が
ネ
パ
1

ル
に
て
消
費
し
た
外

貨
は
、
全
体
で
恰
度
一
0
0
0
0
ド
ル
で
あ

っ
た
。

隊
の
装
備
は
、
今
迄
各
自
が
夫
々
使
っ
て

い
た
古
い
も
の
を
そ
の
侭
転
用
し
、
登
挙
用

具
の
み
新
調
し
た
。
固
定
綱
は
一
一
一
一
o
o
o

m
、
ス
ノ
l

パ
ー
は
こ
O
O
本
、
そ
の
他
ワ

イ
ア
l

梯
子
や
ヂ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
梯
子
な
ど
を

新
に
調
製
し
た
が
、
結
果
と
し
て
は
、
固
定

綱
三
O
O
m
二
巻
が
残
っ
た
だ
け
で
ス
ノ
ー

パ
1

は
{
元
全
に
不
足
で
あっ
た
。
ま
た
、
ア

イ
ス
ハ
1

ケ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
ス
グ
リ
ュ
l

ハ
l

ケ
ン
の
み
し
か
使
用
に
た
え
ず
、
岩
用

ハ
1

ケ
ン
は
一
枚
岩
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、

そ
の
八
O
%
が
エ
ヅ
グ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
・
ボ

ル
ト
の
連
打
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
予
定
よ
り
一
五
日
遅
れ

て
3

月
5

日
ポ
カ
ラ
を
一
一
一OO
人
の
ポ
i
F

ー

と
ロ
屯
の
荷
物
で
出
発
し
た
。
と
い
う
の

は
、
印
度
の
陸
送
に
一
ヶ
月
を
つ
い
や
す
と

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
印
度

政
府
は
印
度
・
ネ
パ
l
ル
に
国
境
通
過
の
通

商
協
定
を
こ
の
年
の
一
月
一
日
付
で
一
方
的

に
破
棄
し
現
在
失
効
中
で
あ
る
。
ま
た
二
月

一
七
日
付
で
印
度
大
蔵
省
は
、
ネ
パ
l

ル
向

貨
物
の
ト
ラ
ッ
タ
輸
送
を
全
面
的
に
禁
止
し

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
B
C

よ
り
の
登
山
活
動
日

数
を
八
O
日
と
予
定
し
て
い
た
が
、
大
幅
に

日
数
を
短
縮
せ
ね
ば
、
モ
ン
ス
ー
ン
が
や
っ

て
く
る
の
で
、
各
キ
ャ
ン
プ
聞
の
距
離
を
出

来
る
か
ぎ
り
延
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
前
進
キ

ャ
ン
プ
を
へ
ら
し
た
の
で
、
大
体
各
キ
ャ
ン

プ
聞
の
高
重
注
は
一
O
O
O
m
と
い
う
こ
と

に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
計
画

で
は
最
初
キ
ャ
ン
プ
を
八
っ
か
七
つ
出
す
予

定
の
も
の
を
実
際
に
は
五
つ
で
お
さ
え
た
の

で
、
モ
ン
ス
ー
ン
来
襲
直
前
に
登
頂
出
来
た

-862ー( 4 ) 
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と
と
は
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
言
え
よ
う
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
B
C

迄
一
一
日
聞
を
要

し
、
ピ
ム
タ
ン
に
あ
と
一
日
と
い
う
地
点
で

ド
ウ
ド
・
コ

1

ラ
に
合
流
し
て
い
る
ド
1

メ

ン
・
コ
l
一
プ
を
遡
り
、
森
林
限
界
点
にB
C

を
設
け
る
(
三
五
O
O
m
Y

最
初
は
こ
の

上
部
二
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
小
さ
な
ポ
カ

リ
の
あ
る
台
地
(
三
八
O
O
m
〉
を
B
C

予

定
地
と
し
て
い
た
が
、
雪
が
深
い
の
で
ポ
l

F

ー
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
止
む
な
く

針
葉
樹
の
密
生
し
た
モ
レ1
γ

上
に
B
C

を

作
っ
た
訳
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、
グ
レ
パ
ス

用
の
橋
材
ゃ
、
薪
が
豊
富
に
採
れ
た
の
で
、

非
常
に
便
利
で
あ
っ
た
。

c

ー
は
、
宜
同
静
堂
左
約
八
O
O
m
の
ア
イ
ス

.
フ
ォ
ー
ル
を
登
り
切
っ
た
無
数
の
グ
レ
パ

ス
だ
ら
け
の
四
五
O
O
m
の
台
地
上
に
作
ら

れ
た
。
B
C

建
設
後
、
一
週
間
た
っ
た
三
月

一
二
日
の
と
と
で
あ
る
。

最
初
、
A
B
C

建
設
地
は
西
稜
の
末
端
の

台
地
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
ル
ー
ト
工
作

隊
を
三
組
出
し
て
偵
察
し
た
が
、
ど
れ
も
セ

ラ
ッ
タ
帯
や
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
帯
そ
進
ん

だ
た
め
、
仲
々
良
い
輸
送
ル
l

ト
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。
三
日
目
の
二
月
二
四
日
、
エ

ベ
レ
ス
ト
の
国
際
隊
、
マ
カ
ル
1

の
フ
ラ
シ

C
3
(
六
五
O
O
m
)
と
傘
山
富
(
七
一O
O
m
)

ス
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
B
C

を
作
っ
た
と
い
う
ラ

ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
の
あ
っ
た
日
、
ヱ
作
隊
は
、

マ
ナ
ス
ル
の
北
峰
の
直
下
を
ト
ラ
パ1
ス
す

る
、
距
離
は
長
い
が
楽
な
輸
送
・
ル1
ト
を
発

見
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ル

l

ト
の
途
中
か
ら

見
上
げ
た
、
予
定
コ
l
ス
の
西
稜
は
、
下
半

部
が
全
々
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
垂
直
の
氷
壁

で
、
シ
ェ
ル
パ
に
荷
上
げ
さ
せ
る
に
は
全
然

不
向
き
で
あ
る
と
と
が
わ
か
り
、
雪
崩
の
危

険
率
は
き
わ
め
て
高
い
が
、
西
稜
の
中
段
に

向
っ
て
、
西
北
壁
の
中
段
を
右
斜
め
に
、
大

ト
ラ
パ
1

ス
す
る
ル
1

ト
を
協
議
の
結
果
決

定
し
た
。

c
l

建
設
よ
り
一
週
間
後
に
、
マ
ナ
ス
ル

西
側
の
内
院
と
も
言
え
る
、
盆
地
状
の
広
い

雪
原
に
C
2
(
A
B
C
、
五
五
O
O
m
〉
を

作
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
と
は
、
マ
ナ
ス
ル

西
北
壁
直
下
の
雪
原
で
、
上
部
に
何
段
に
も

な
っ
た
大
き
な
グ
レ
パ
ス
が
あ
る
た
め
、
壁

よ
り
落
下
す
る
雪
崩
は
完
全
に
防
禦
で
き
る

安
全
な
地
帯
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
西
の
方

面
は
雪
原
上
に
、
左
よ
り
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
遠

山
ド
ウ
ラ
ギ
リ
、
カ
ン
グ
ル

l

、
ヒ
ム
ル
ン

.
ヒ
マ
1

ル
、
チ
ェ
オ
・
ヒ
マ
l
ル
等
の
大

観
を
ほ
し
い
ま
ま
に
満
喫
で
き
る
素
晴
し
い

C
2

、

C
3

荷
方
よ
り
行
動
を
起
し
て
も
連

絡
の
つ
か
ぬ
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
こ

の
ル
l

ト
は
、
全
々
ラ
ッ
セ
ル
の
な
い
良
好

な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
時
で
も
、
登
り
七
l

八
時
間
、
下
り
三
時
間
を
要
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
新
雪
時
に
は
一
二
時
間
以
上
掛
っ
た

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

一
方
、C
3

に
い
る
工
作
隊
は
、
キ
ャ
y

プ
設
営
の
翌
日
よ
り
、
傘
岩
の
下
辺
の
氷
稜

ル
1

ト
に
波
状
的
に
ル
l
ト
工
作
に
当
り
、

三
日
間
で
傘
岩
の
基
部
に
到
達
し
、
全
ル
ー

ト
に
固
定
綱
を
固
定
す
る
。

四
月
一
一
日
よ
り
は
、
日
本
の
唐
傘
を
半

分
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な
、
三
角
形
の
高
さ
二
五

O
m
の
オ
ー
バ
ー
ハ
シ
グ
し
た
傘
岩
突
破
に

隊
員
二
人
一
組
の
工
作
隊
の
波
状
攻
撃
を
か

け
た
が
、
C
3

よ
り
傘
岩
基
部
ま
で
、
固
定

綱
が
張
ら
れ
ル
l
ト
が
完
成
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
三
時
間
乃
至
四
時
聞
を
消
貸
し
た

た
め
、
傘
岩
の
岩
場
の
ル1
ト
工
作
は
、
一

日
四
i

五
時
間
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
結

局
こ
の
岩
場
だ
け
を
突
破
す
す
る
の
に
ニ
O

露
営
地
で
も
あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
、
こ
こ
を
本
拠
と
し
て
登
挙
が

始
ま
る
の
で
あ
る
。

西
北
壁
の
ト
ラ
パ
l
ス
・
ル
ー
ト
は
平
均

角
度
必
度
の
氷
壁
で
、
上
部
よ
り
絶
え
ず
プ

ロ
ッ
ク
の
崩
か
い
に
よ
る
雪
崩
が
あ
り
、
新

雪
時
に
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
表
層
雪
崩
に
お

び
や
か
さ
れ
、
ラ
ッ
セ
ル
も
時
に
よ
っ
て
は

腰
か
ら
胸
ま
で
も
あ
っ
て
、
荷
上
げ
は
遅
々

と
し
て
は
こ
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
今

年
は
全
体
的
に
悪
天
候
続
き
で
、
降
雪
時
に

は
一
日
一
m
も
積
っ
た
。

私
達
お
よ
び
シ
ェ
ル
パ
達
は
、
と
の
大
斜

面
に
張
ら
れ
た
、
長
さ
に
し
て
二
五O
O
m

以
上
の
回
定
綱
に
ユ
マ
l

ル
を
セ
ッ
ト
し
て

登
降
し
た
た
め
、
時
々
・
お
そ
わ
れ
る
雪
崩
に

飛
ば
さ
れ
て
も
、
滑
落
か
ら
絶
え
ず
守
っ
て

く
れ
た
。
し
か
し
プ
ロ
ッ
グ
雪
崩
に
は
、
数

回
に
わ
た
り
固
定
綱
が
一
度
に
ニ
i

一
一
一
o
o

m
も
ズ
タ
ズ
タ
に
切
断
さ
れ
、
ス
ノ
l

パ
ー

は
ア
メ
の
様
に
曲
っ
て
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
修

理
作
業
に
は
手
古
づ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

A
B
C
(
C
2
)
設
営
後
よ

り
一
一
日
掛
っ
て
四
月
八
日
、

私
達
は
西
稜
の
中
段
の
氷
綾
上

の
台
地
に
C
3

を
作
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
高
度
に
し
て
お
よ

そ
、
六
五
O
O
m
の
地
点
で
あ

る
。今

回
の
登
挙
で
最
も
困
難
と

思
わ
れ
た
西
稜
の
七
O
O
O
m

付
近
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る

傘
岩
(
ア
ジ
プ
レ
ラ
・
ロ
ッ
グ

ま
た
は
ト
ラ
イ
ア
シ
ギ
ュ
ラ
l

ロ
ッ
グ
)
突
破
の
た
め
に
は
、

乙
の
氷
稜
上
の
C
3

を
強
化
し

て
、
必
要
量
の
物
資
を
と
こ
に

集
積
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

、

で
、
こ
の
ト
ラ
パ
l
ス
・
ル
ー

ト
の
荷
上
げ
に
は
全
員
こ
れ
に

当
っ
た
が
、
雪
崩
の
頻
発
す
る

時
は
、
晴
天
で
も
行
動
不
能
に

陥
り
、
ま
た
深
雪
の
時
に
は
、

日
聞
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

傘
岩
の
登
は
ん
ル
l
ト
は
、
傘
岩
頂
点
を

直
接
登
ら
ず
、
左
斜
め
に
オ
ー
バ
ー
ハ
シ
グ

し
た
凹
角
の
岩
場
に
ル
l

ト
を
求
め
た
。
最

初
の
壁
は
二
O
m
ほ
ど
の
垂
直
の
プ
ル
l
ア

イ
ス
の
氷
壁
で
岩
場
に
到
達
す
る
。
そ
こ
で

ア
イ
ゼ
ン
と
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
脱
い
で

ピ
プ
ラ
ム
底
だ
け
に
な
り
、
ツ
ル
ツ
ル
の
逆

層
の
オ
ー
バ
ー
ハ
シ
グ
の
一
枚
岩
に
、
エ
ッ

ク
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
を
、
あ
ぷ
み
に

ぶ
ら
下
り
な
が
ら
連
打
し
て
ル

l

ト
を
作
り

傘
岩
の
肩
に
二
O
日
ぶ
り
で
到
達
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
壁
に
は
、
ワ
イ
ア
l

梯
子
が
空
中
に
セ
ッ
ト
さ
れ
、
選
ば
れ
た
四

人
の
シ
ェ
ル
パ
を
上
部
に
上
げ
る
こ
と
に
成

功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一

O
O
本
以
上
用
意

し
た
エ
ッ
グ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
・
，
ホ
ル
ト
も
、

過
半
数
は
と
と
で
消
耗
さ
れ
た
。
傘
岩
の
岩

壁
は
部
分
的
に
は
グ
レ
ー
ド
六
級
と
思
わ
れ

る
処
も
あ
っ
た
が
、
総
括
的
に
み
て
五
級
の

A
の
E

で
あ
っ
た
。

( 5 ) 

(
傘
岩
の
荷
上
げ
)
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た
。
頂
上
直
下
で
は、

一
五
年
前
、
日
本
仙

岳
会
隊
の
初
登
頂
者
、
今
西
隊
員
と
ギ
ャ
ル

ツ
ェ
ン
ノ
・

ゾ
ル
プ
の
二
人
が
岩
場
に
打
ち
込

ん
だ
ア
イ
ス
ハ
l

ケ
ン
を
抜
い
て
持
帰
っ
て

来
た
。
恰
度
、
マ
カ
ル
西
稜
よ
り
の
登
頂
に

成
功
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

チ
ー

ム
が
、
昨
年
J

A
C

東
海
支
部
が
頂
上
に
た

て
た
日
章
旗
を
持
ち
帰
っ
た
様
に11
1

。

。
ユ
l

ゴ
l

も
活
発

A
V

ユ
ー
ゴ
l

の
ヴ
ァ
リ
グ
博
士
か
ら
突
然
手

紙
が
来
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ド
ル
フ
老

の
紹
介
だ
っ
た
。
月
日

は
不
明
だ
が
、
イ
ス

ト
ル
・
ォ

・

ナ
I

ル
(
七
四
O
三
m
〉
に
南

面
か
ら
直
登
し
た
と
い
う
。
矢
張
り
登
れ
る

ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
キ
ン
ヤ
ン
キ
シ
ユ
(
七
八

五
二
m
)
へ
行
っ
た
こ
と
は
イ
ェ
ル
ジ1
・

ワ
ラ
か
ら
の
手
紙
で
知
っ
て
い
た
が、

登
頂

し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
に
は
驚
い
た
。
隊
長

は
ア
γ
ト
セ
i

イ

・

ザ
ワ
ダ
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
ワ
ラ
か
ら
い
ず
れ
何
と
か
言
っ

て
く
る
と
思
う
。

チ
ェ
コ
の
イ
ワ

γ

・
ガ
ル
フ
ィ
隊
も
ナ
ン

ガ
・

パ
ル
ベ
ッ
ト
に
成
功
し
た
ら
し
い
。
古

典
ル
l

ト
だ
と
は
思
う
が
立
派
な
も
の
で
あ

る
。そ

れ
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ラ
ン
ツ
・

フ

1

パ
l

隊
が
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

E
(七
七
五
一
m
〉

に
北
面
か
ら
初
登
し
た
。
こ
れ
も
素
晴
し
い

登
診
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
言
え
ば
サ
ア
ッ
プ
ル
グ

の
タ
ル
ト
・

Jア
ィ
l

ム
ベ
ル
ガ
ー
が
い
よ
い

よ
本
を
書
い
た
。
ド
イ
ツ
語
の
は
す
こ
し
前

に
出
て
い
た
が
、
私
に
は
英
訳
の
を
あ
げ
る

と
ア
ド
ル
フ
か
ら
言
っ
て
来
た
の
で
待
っ
て

い
た
ら

、
ロ
ン
ド
ン
の
方
か
ら
先
に
そ
れ
の

広
告
が
届
い
て
し
ま
っ
た
。
題
は
「
頂
上
と

秘
密
」
と
い
う
妙
な
題
だっ
た
。
要
す
る
に

自
伝
で
あ
る
。
早
く
読
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

(
吉
沢
一郎
)

X
 

X 

ﾗ 
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(
畑
一
明
日
叫
ん
都
心
山
)

…
忽
一
小
…

…
山
…
氾

…
登
…
…
…

i

'

 

円
H
H
d
-
M

…
松
…

h
叫
…
〉

今
度
機
会
を
得
て
首
記
の

・
引H

…
α
行
事
に
参
加
す
る
と
と
が
出

羽
厄
…
O
来
た
。
七
月
二
十
四
日
の
上

…
弥
…C
野
発
夜
行
で
新
潟
へ
向
つ

た
。
朝
の
五
時
二
十
分
か
に

着
い
て
し
ま
っ
た
の
で
出
迎
え
て
下
さ
っ
た

会
員
の
斎
藤
平
七
さ
ん
と
奥
さ
ん
に
は
え
ら

い
、
ど
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な

九
九新

潟
の
街
を
見
た
の
は
生
れ
て
は
じ
め
て

な
の
で
何
も
が
珍
ら
し
い
筈
な
ん
だ
が
、
表

面
的
に
は
東
京
と
変
わ
ら
な
い
の
で
こ
れ
と

い
っ
て
目
を
惹
く
も
の
も
な
か
っ
た
。

平
さ
ん
の
家
で
朝
食
を
頂
い
て
そ
れ
が
終

っ
た
頃
、
塁
に
遊
び
に
来
て
い
た
八
王
子
の

登
喜
和
の
林
さ
ん
が
可
愛
い
い
娘
さ
ん
を
連

れ
て
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
。
直
ぐ
近
所
に
住

ん
で
い
た
の
で
、
平
さ
ん
の
奥
さ
ん
と
は
よ

く
話
し
が
は
‘
す
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
面
白
い

も
の
で
あ
る
。

学
生
書
房
の
井
口
さ
ん
ら
が
車
で
迎
え
に

来
て
下
さ
っ
た
の
で
ま
ず
越
後
支
部
長
の
藤

島
玄
さ
ん
を
見
舞
い
に
行
く
。

二
階
の
書
斎
兼
応
援
聞
に
逸
さ
れ
る
。
御

丁
寧
に
も
二
度
目
の
交
通
事
故
で
骨
を
折

り
、
ま
だ
左
足
に
は
ギ
プ
ス
が
は
め
ら
れ
て

い
た
。
ロ
に
は
石
膏
が
つ
け
て
な
い
の
で
そ

の
方
は
達
者
だ
。
日
本
語
の
山
の
新
旧
本
が

窓
の
方
を
除
い
た
三
面
に
ぎ
っ
し
り
と
並
ベ

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
脚
以
外
は
い

つ
も
の
と
変
り
な
か
っ
た
の
で
安
心
す
る
。

先
が
あ
る
の
で
再
会
を
約
し
て
辞
し
、
海

岸
の
砂
丘
の
上
か
ら
市
街
と
海
を
眺
め
る
。

雲
が
低
か
っ
た
の
で
佐
渡
は
見
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
弥
彦
へ
向
う
。

一
度
寺
泊
の
方
へ
出
て
良
寛
記
念
館
を
見

学
し
た
り
、
佐
渡
の
な
い
う
ら
淋
し
い
日
本

海
の
岸
辺
を
走
っ
て
も
ら
っ
て
弥
彦
村
の
郵

便
局
長
を
し
て
い
る
花
井
さ
ん
の
宅
へ
あ
が

り
込
む
。

花
井
さ
ん
は
J
A
C

の
会
員
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
山
へ
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
弥
彦

神
社
の
神
官
を
し
て
い
た
名
門
で
あ
る
。
何

か
と
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。

弥
彦
神
社
は
、
越
後
の
一
宮
。
参
詣
人
は

常
に
絶
え
な
い
が
、
今
日
は
特
に
年
に
一
度

の
灯
箆
神
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
ま
た
今
日
は

N
H
K
T
V
の
「
ふ

る
里
の
歌
祭
り
」
に
関

連
し
た
録
画
が
あ
る
と
か
で
、
何
と
な
く
あ

た
り
が
浮
立
っ
て
人
の
動
き
も
目
に
立
つ
。

x

x

x

 

弥
彦
山
松
明
登
山
祭
は
主
催
が
弥
彦
大
祭

協
賛
会
と
弥
彦
山
岳
会
で
、
県
山
協
、J
A

C

越
後
支
部
、
そ
の
他
八
団
体
が
後
援
と
い

う
形
で
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
。
今
年
で
十

八
回
目
に
な
る
と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
は
少
し
早
目
に
立
派
な
観
光
道

路
を
車
で
頂
上
の
近
ま
く
で
登
っ
て
し
ま
っ

た
。
何
よ
り
も
ま
ず
高
頭
さ
ん
に
整
恵
を
表

す
る
た
め
皆
で
歩
い
て
南
側
の
峰
に
登
る
。

レ
リ

ー
フ
は
冒
頭
の
写
真
の
よ
う
な
兵
合

に
は
め
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
は
越
後
平
野

が
一
望
の
う
ち
に
納
め
ら
れ
、
他
方
は
日
本

海
の
磯
波
・
か
果
し
な
く
限
下
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
る
。
日
本
の
山
岳
界
の
先
覚
者
に
は
う
っ

て
つ
け
の
展
望
台
に
鎮
座
し
て
い
る
と
い
-
つ

訳
で
あ
る
。

こ
の
連
山
は
地
塁
山
脈
で
東
西
が
断
層
で

中
央
が
隆
起
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
南
側

と
も
傾
斜
が
強
い
。
従
っ
て
こ
こ
に
あ
る
小

さ
な
沢
に
は
滝
や
急
な
岩
場
が
適
当
に
あ
っ

て
若
い
登
山
家
の
い
い
練
習
場
が
沢
山
あ
る

ら
し
い
。

時
聞
が
来
た
の
で
奥
社
の
あ
る
峰
の
方
へ

移
る
。
三
々
五
々
と
老
若
の
登
山
家
が
集
ま

っ
て
来
た
。
私
は
初
め
て
な
の
で
何
が
ど
う

な
る
の
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

い
た
が
、
一
応
の
人
が
そ
ろ
う
と
社
前
で
お

は
ら
い
と
拝
礼
を
行
な
い
、
そ
れ
か
ら
裏
側

に
全
員
が
移
動
し
た
。

乙
こ
で
新
潟
大
の
植
物
の
先
生
が
弥
彦
山

の
桔
植
物
相
に
つ
い
て
興
味
も
あ
り
実
も
あ
る

話
し
を
し
て
下
さ
っ
た
。
私
も
何
か
と
り
と

め
の
な
い
こ
と
を
少
し
話
し
て
責
を
果
し
て

お
い
た
。

そ
ろ
そ
ろ
タ
聞
も
迫
っ
て
き
た
。
予
め
用

意
し
て
あ
っ
た
松
明
(
ピ1
ル
の
空
維
に
布

と
泊
を
入
れ
火
を
つ
け
た
も
の
〉
を
一
人
一

人
が
持
っ
て
山
を
下
の
神
社
ま
で
歩
い
て
下

り
る
の
で
あ
る
。

私
達
四

、

五
人
は
例
に
よ
っ
て
車
で
先
廻

り
し
て
し
ま
う
。
明
り
は
あ
っ
て
も
樹
林
の

中
の
急
な
下
り
は
楽
で
は
な
い
ら
し
い
。
一
一
O
ネ
パ
|
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
全
域
を
上
空
か
ら

時
間
ば
か
り
下
で
待
っ
て
い
る
と
松
明
が
樹
一
観
察

し
楽
し
む
日
仲
間
を
募
っ
て
い
ま
す

林
の
中
を
一
列
に
な
っ
て
お
り
て
く
る
の
が
一
十
一
月
実
施
予
定
が
休
み
期
間
で
な
か
っ

見
え
た
。
一
た
た
め
か
人
数
が
集
ま
ら
ず
、
や
む
な
く
延

楽
隊
を
先
頭
に
隊
列
を
作
り
神
社
の
本
殿
一
期
と
な
り
ま
し
た
。

H
S
|
七
四
八
機
(
四

前
に
整
列
、
神
宮
長
の
挨
芝
、
つ
け
て
か
ら
一

O
人
乗
り
)
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
、
カ
ン
チ

礼
拝
の
あ
と
ま
た
楽
隊
を
先
頭
に
行
進
、
弥
一
ェ
シ
ジ
ュ

γ
ガ
か
ら
ア
ピ
ま
で
、
N
-
H
全

彦
駅
ま
で
行
っ
て
解
散
。
近
く
の
広
い
会
館

一域
を
空
か
ら
観
察
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
す

で
ピ
1
ル
・
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
賑
や
か
に
歓

一
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
存
分
に
眺
め
た
い
人
、
偵
察
を

談
し
た
。

一
し
た
い
入
、
す
ペ
て
大
歓
迎
で
す
。
こ
の
飛

灯
籍
神
事
の
方
は
お
み
と
し
を
若
衆
が
担
一行
で
撮
影
す
る
膨
大
な
写
真
は
、
I
H
D

い
で
街
を
ね
り
歩
き
神
社
ま
で
行
く
と
い
う
一
(
国
際
水
文
学
十
ヵ
年
計
画
〉
の
鷲
科
に
な

行
事
で
、
東
京
の
町
で
や
っ
て
い
る
お
祭
り
一
っ
た
り
、
今
後
の
N

-
H
研
究
に
も
役
立
つ

と
余
り
変
り
は
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

一
は
ず
。
H
S
機
チ
ャ
ー
タ
ー
費
を
分
担
し
て

二
十
六
日
は
花
井
さ
ん
ら
が
宿
ま
で
来
ら一安
く
あ
げ
た
い
の
で
、
よ
り
多
く
の
仲
間
に

れ
、
ご
自
慢
の
公
園
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
。
一参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
次
第
で
す
。
ま
た

ζ
こ
に
は
公
害
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
ね
、
と

一団
体
扱
い
と
し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
往
復
の
運
賃

言
っ
た
ら
、
ど
う
い
た
し
ま
し
て
あ
の
通
り
、一が
半
額
に
で
き
ま
す
の
で
、
「
飛
行
」
を
し

と
指
さ
し
た
と
と
ろ
を
見
た
ら
、
街
道
に
治一
な
い
人
も
参
加
が
可
能
で
す
。

っ
た
松
の
木
が
五
、
六
本
枯
れ
て
立
っ
て
い
一
計
画
概
要

る
の
に
気
が
つ
い
た
。

…
と
き
(
十
二
月
二
八
日
か
ら
十
一
日
間
、

弥
彦
駅
か
ら
東
三
条
駅
へ
行
く
時
は
吉
田
一
又
は
二
八
日
間
)
お
か
ね
(
二
九
万

λ
0
0

町
で
乗
換
え
る
と
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
…

O
円
。
「
飛
行
」
し
な
い
人
は
、
一
八
万
三

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
落
着
い
て
い
て
一

0
0
0
円
。
二
八
日
間
滞
在
の
人
は
一
五
万

危
う
く
新
潟
ま
で
持
っ
て
い
か
れ
る
と
こ
ろ一
円を
自
己
負
担
〉
連
絡
先
(
夏
京
都
千
代
田

で
あ
っ
た
。

一
区
神
田
松
永
町
一
九
|
二
近
鉄
ピ
ル

、

日
本

最
後
に
花
井
さ
ん
の
作
っ
た
弥
彦
合
唱
歌一
観
光
文
化
研
究
所
内
〈
宮
本
千
晴
、
向
後
元

を
ど
紹
介
し
て
お
と
っ
。

一彦
V
電
話
O
三
・
二
五
五
・
七
一
一
一
(
内
)

調
彦
山
松
明
登
山
祭
讃
歌
山
二
七
四
)
(
以

上
広
告
)

神
山
弥
彦
ぞ
越
路
の
象
徴
二
百
万
人

仰
ぎ
て
崇
し

神
意
を
慰
め
む
岳
人
集
り
て
太
古
の

ま
ま
の
心
を
捧
ぐ

満
山
火
を
も
て
輝
し
て
進
む
岳
人
三

百
意
気
ぞ
高
し

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

尚
、
宝
物
館
の
館
主
の
案
内
に
よ
っ
て
見

た
宝
物
の
中
で
、
有
難
味
の
わ
か
ら
な
い
私

に
も
印
象
の
深
か
っ
た
の
は
、
一
間
ぐ
ら
い

も
あ
る

刀
の
三
、
四
振
り
と
、
土
地
柄
で
も

あ
る
上
杉
謙
信
の
長
い
手
紙
で
あ
っ
た
。
神

社
は
一
度
大
火
事
に
あ
っ
た
と
か
で
あ
る
。

(
吉
沢
一
郎
〉

-865 ー

第
3

回
日
本
ヒ
ン
ズ
ー
­

ク
シ
ュ
会
議
開
催

昭
和
必
年
U
月

M
日

l

回
目
m
時
A
M

場
所
福
井
県
芦
原
町

公
立
学
校
共
済
組
合芦
原
保
養
所

「
芦
来
荘
」

会
費
四
五

O
O
円

申
込
先
〒

9
1
0

福
井
市
花
堂
町

脇
之
谷
ロ
増
永
麹
男

ﾗ

x
 

X 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 
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ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ

お
手
紙
を
ラ
リ
グ
ラ
ス
に
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
総
て
の
準
備
も
す
み
二
十
三

日
と
二
十
四
日
に
別
れ
て
ポ
カ
ラ
に
行
き
、

二
十
五
日
キ
ャ
ラ
パ
y
開
始
で
す
。

シ
ェ
ル
パ
六
人
、
ロ
ー
カ
ル
三
人
、
そ
の

他
で
合
計
十
三
人
傭
い
ま
し
た
。
リ
エ
ゾ
ン

は
二
十
二
日
に
決
り
ま
す
。
今
年
の
日
本
隊

で
は
一
番
早
い

.

へ
l
ス
で
外
務
省
が
追
わ
れ

て
い
ま
す
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
エ
ベ
レ
ス
ト
は
八
月
十

五
日
に
ラ
ム
サ
ン
グ
を
出
ま
し
た
。
他
に
イ

ラ
ジ
の
ア
シ
ナ
四
、
千
葉
大
の
マ
カ
ル
i
二
、

士
山
岳
会
の
カ
グ
マ
ラ
、
山
旅
グ
ラ
ブ
の
カ
ン

ジ
ロ
パ
等
が
ポ
ス
ト
に
パ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

得
て
い
ま
す
。

ま
た
、

テ
ィ
リ
ツ

オ
、
ラ
ン

タ
ン
は
七

二
年
.
フ
レ

か
ら
開
禁

す
る
と
シ

ャ

l
氏

(
登
山
局
〉

は
吾
=
一
回
っ
て

い
ま
し

た
。
H
S

も
賃
金
改

訂
を
明
年

こ
れ
か
ら

使
わ
し
て

頂
く
一
速

の
こ
の
種

カ
ッ
ト
は

会
員
山
皇

寿
雄
氏
作

の
-
も
町
、

厚
く
御
好

意
を
謝
す

〈
吉
沢
)

か
ら
す
る
よ
う
で
す
。
パ
ラ
ジ
ュ
リ
、
ラ
マ

両
氏
に
宜
敷
伝
え
ま
し
た
。

モ
ン
ス
ー
ン
の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
て

(
吉
沢
宛
〉
八
月
二

O
日
清
水

コ

フ

ホ

イ

ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
ま
で
お
手
紙
頂
き
恐
縮
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
コ
ラ
ホ
イ
〈
五
五
四
O
m
)
は
か
な

り
難
し
く
、
上
下
二
段
の
氷
漢
を
も
っ
た
コ

ラ
ホ
イ
氷
河
を
抜
け
、
四
八O
O
m
地
点
に

H
C
を
出
し
、
そ
と
か
ら
ア
タ
ッ
グ
し
ま
し

た
。
日
C

か
ら
上
は
叙
岳
チ
シ
ネ
左
稜
線
の

岩
場
と
よ
く
似
た
と
こ
ろ
で
、
四
十
六
ピ
ッ

チ
で
頂
上
直
下
の
岩
場
に
達
し
、
約
五
十m

の
雪
-
の
ル1
ト
マ
ピ
l
グ
に
達
し
ま
し
た
。

東
稜
ル
l
ト
に
な
り
ま
す
。

登
頂
者
は
督
氷
進
、
木
津
正
俊
で
八
月
三

日
十
二
時
四
十
五
分
で
し
た
。
沖
と
高
浜
は

約
五
0
0
0
の
無
名
峰
に
登
頂
(
八
月
四
日
〉

し
ま
し
た
。

い
い
山
が
多
く
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

沖
、
高
浜
で
ス
ワ
l

ト
へ
ま
わ
り
、
九
月
中

匂
頃
に
帰
国
し
ま
す
。
登
山
隊
員
は
蝶
を
沢

山
と
っ
て
い
ま
す
。

本
隊
は
八
月
十
九
日
に
日
本
に
帰
着
し
ま

す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
人
も
二
つ
ほ
ど
無
名

峰
に
登
り
ま
し
た
が
、
コ
ラ
ホ
イ
は
登
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
と
十
日
ほ
ど
カ
シ
ミ
1

ル

の
山
を
歩
き
ま
す
。

ス
リ
ナ
ガ
l
ル
に
て

(
士
口
沢
宛
〉
八
月
九
日

?中

允
人

イ
ス
ラ
マ
パ
l

ド

無
事
八
ヶ
月
ぶ
り
に
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
イ
に

入
り
、
今
、
リ
エ
ゾ
ン
の
つ
け
ら
れ
る
の
を

市
内
の
ホ
テ
ル
で
待
っ
て
い
ま
す
。
他
の
日

本
隊
に
は
ま
だ
会
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
山

の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、
対
イ
ン
ド
関
係
に
し
て
も
ダ
ッ
カ

で
は
緊
迫
し
た
場
面
を
度
々
見
ま
し
た
が
、

西
の
パ
キ
ス
タ
ジ
へ
入
っ
て
か
ら
は
そ
れ
も

余
り
な
く
、
表
面
で
は
昨
年
と
同
じ
で
す
。

尚
、
わ
れ
わ
れ
の
隊
の
動
き
に
関
し
て
は

大
学
の
方
か
ら
通
信
が
行
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
と
れ
で
失
礼
し
ま
す
が
ま
た
手

紙
を
書
き
ま
す
。

大
使
館
気
付

〈
吉
沢
宛
)

日
付
無
中
村
博
之

プ
ニ
・
ゾ
ム
隊
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
か
ら

暑
い
夏
尽
を
脱
出
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅

を
続
け
て
い
ま
す
。
北
極
の
上
を
飛
ん
だ
時

氷
原
が
よ
く
見
え
愉
し
い
空
の
旅
で
し
た
。

ロ
ン
ド
シ
の
滞
在
短
か
く
山
岳
会
を
訪
れ
る

携
を
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
れ
か
ら
パ

リ
に
向
い
ま
す
。
な
お
、
あ
ち
ら
と
ち
ら
す

る
積
り
で
す
。
赤
毛
布
の
旅
で
恥
の
か
き
ど

お
し
で
す
。

(
士
ロ
沢
宛
)

八
月
五
日

古
沢

ジ
ュ
ネ
l

ヴ
か
ら

ラ
イ

γ
初
を
遡
り
、
フ
ラ
シ
ダ
ブ
ル
ト
で

ゲ
l
テ
の
家
を
見
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
、
ル

ツ
ェ
ル
γ
(
そ
の
前
に
パ
l
ゼ
ル
が
あ
り
ま

し
た
)
、
イ
ン
タ
ー
ラ
l

ケ
ン
(
ユ
ン
グ
フ

ラ
ウ
が
よ
く
見
え
ま
し
た
〉
、
ベ
ル
シ
(
静
か

な
美
し
い
町
で
し
た
〉
を
経
て
ジ
ュ
ネ
1

ヴ

に
来
ま
し
た
。
こ
と
は
賑
や
か
過
ぎ
ま
す
。

モ
ン
ブ
ラ
シ
観
光
に
参
り
ま
し
た
が
、
快
晴

で
素
晴
し
い
眺
め
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ど
こ

で
も
日
本
人
の
多
い
の
に
お
ど
ろ
い
て
い
ま

す
。
と
れ
か
ら
ロ
l
マ
に
向
い
ま
す
。

(
士
口
沢
宛
)
八
月
十
四
日
古
沢
肇

コ
ロ
ン
ビ
ア
氷
原

六
月
十
六
日
に
発
っ
て
ま
た
ロ
ッ
キ
ー
へ

や
っ
て
来
ま
し
た
。
パ
ン
グ
l
パ
ー
で
は
ス

ミ
ス
さ
ん
の
家
に
招
か
れ
て
、
マ
シ
デ1
夫

人
や
ニ
1

ル
・
ヵ
I

タ
l
博
士
な
ど
に
会
い

ま
し
た
。
オ
ハ
ラ
湖
、
パ
シ
フ
、
モ
レ
イ
ン

湖
、
ル
イ
ズ
湖
を
経
て
今
と
と
に
来
て
い
ま

す
。今

年
は
天
候
異
変
で
降
雪
が
続
き
、
仲
々

山
へ
登
る
チ
ャ
ン
ス
が
掴
め
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
ジ
ャ
ス
パ
l
へ
行
き
、
ト
ン
キ
ジ
渓
谷

へ
入
る
予
定
で
す
。

(
吉
沢
宛
)
七
月
十
日

今
井

カ
ト
マ
ン
ズ

三
年
振
り
の
カ
ト
マY
ズ
で
の
ん
び
り
過

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
カ
l
プ
ル
、
ダ
ー

ジ
リ
ソ
、
カ
リ
ン

.

ホ
ン
を
ま
わ
り
ま
す
。

尚
、
私
は
一
九
六
八
年
の
三
月
に
カ
ン
ジ

ロ
パ
の
フ
ォ
グ
ス
シ
ド
湖
へ
行
き
ま
し
た
。

(
吉
沢
宛
)
入
月
一
一
一
日
花
崎
洋

E害

カ
シ
ミ

l

ル

五
O
O
O
m
級
と
は
言
bえ
、
も
の
す
ご
く

悪
い
氷
河
と
氷
濃
で
す
。
コ
ラ
ホ
イ
は
B
C

よ
り
第
三
一
キ
ャ
シ
.
フ
ま
で
出
す
必
要
が
あ
る

様
で
す
。
名
城
隊
は
コ
ラ
ホ
イ
攻
撃
中
。
わ

れ
わ
れ
も
あ
と
を
追
っ
で
い
ま
す
が
、
昨
日

無
名
峰
の
二
つ
を
登
頂
い
た
し
ま
し
た
。
仲

々
面
白
い
山
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
報
告
ま
で
。

八
月
三
日
ベ

1

ス
に
て
、

(
吉
沢
宛
)

パ
ン
ク

I

パ
l

ロ
ッ
キ
ー
を
右
に
機
は
パ
ン
グ
l
パ
ー
に

つ
き
ま
し
た
。
未
来
の
国
カ
ナ
ダ
、
そ
の
発

展
振
り
は
大
変
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
脚
で

よ
く
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
元
気
で
旅
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
調
査
事
項
も
多
い
で
す
が

そ
こ
そ
と
に
す
る
と
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

視
野
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

(
吉
沢
宛
〉
七
月
二
五
日
石
坂
久
忠

第
叩
回
登
山
技
術
講
習
会

指
導
委
員
会

例
年
の
通
り
、
初
級
、
中
級
の
方
を
対
象

に
し
た
冬
山
登
山
技
術
の
講
習
会
を
左
記
要

領
で
開
催
し
ま
す
。

歩
行
、
滑
落
停
止
、
確
保
な
ど
基
礎
的
な

技
術
を
主
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
頂
上
に
も

登
る
予
定
で
あ
り
、
期
間
を
通
じ
て
、
講
師

や
他
の
参
加
者
と
の
交
流
は
意
義
あ
る
も
の

雄
空

と
思
い
ま
す
。
参
加
は
、
性
別
、
会
員
、
非

会
員
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
御
希
望
の

方
は
至
急
本
会
事
務
局
ま
で
葉
書
で
御
連
絡

下
さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

コ
い

-
u一
日

マ
期
間

マ
場
所

マ
費
用

て7 て7

5毒人
師員

十
一
月
二
十
日
l

二
十
三
日

富
士
山
五
合
目
お
庭
小
屋
付
近

会
員
六
千
円

非
会
員
六
千
五
百
円

三
十
名

指
導
委
員
会
委
員

第
は
回
も
み
じ
会
-
お
知
ら
せ

静
岡
支
部

マ
期
日
十
一
月
十
三
日
1

十
四
日

マ
場
所
南
ア
大
井
川
権
島
、
貸
切
パ
ス

マ
会
費
三
千
円
(
静
岡
よ
り
静
岡
)

マ
集
合
十
三
日
午
前
十
時
半

マ
人
員
四
十
名

マ
申
込
先
本
会
事
務
局
ま
た
は
静
岡
支

部
、
申
し
込
み
と
向
時
に
会

費
を
そ
え
る
ζ
と

中
食
二
回
分
、
雨
具
、
ラ
イ

ト
な
ど

マ
持
参
ロ
聞

学
生
部
報
告
(
全
学
岳
連
〉

7

月
2

日
例
会

大
学
山
岳
部
の
岩
登
り
に
つ
い
て
(
新
人

指
導
・
救
助
訓
練
・
人
工
登
慈
な
ど
)

参
加
校
中
大
・
高
千
穂
商
大
・
電
機
大
・

明
学
大
・
明
菜
大
・
東
洋
大
・
慶
大
・
芝
工
大

7

月
刊
日
関
東
プ
ロ
ッ
ク
委
員
会

日
山
協
加
盟
問
題
に
つ
い
て
(
申
請
書
の

内
容
等
)
参
加
者
山
崎
・
宮
下
・
長
谷

川
・
村
井
・
熊
谷
・
今
村
・
帰
山
・
平
野
・

高
野
・
竹
沢

g

月
7

日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

日
山
協
加
盟
に
つ
い
て
(
申
請
書
提
出
な

ど
)
研
修
所
参
加
報
告
(
荒
井
)

参
加
者
宮
下
・
村
井
・
熊
谷
・
帰
山
・
平

野
・
高
野
・
荒
井
・
後
藤
・
石
塚
・
竹
沢
・

小
桧
山

'""866 ー( 8 ) 



九
月
理
事
評
議
員
会

(
一
一
日
午
後
六
時
半
本
会
ル
1

ム
)

マ
出
席
者
=
百
会
長
、
成
瀬
、
吉
京
副

会
長
、
藤
井
、
坂
下
、
山
崎
、
野
上
、
渡

部
、
松
、
氷
、
村
井
、
丹
部
、
大
森
、
宮
下
各

理
事
、
牧
野
内
委
員
、
折
井
、
佐
藤
評
議

員
、
今
井
監
事

マ
議
事

・
上
高
地
山
荘
の
件
(
山
崎
〉

自
転
車
振
興
会
お
よ
び
環
境
庁
へ
の
手
続

き
の
書
類
を
製
作
中
で
、
設
計
図
お
よ
び
見

積
書
を
付
し

、

至
急
提
出
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。
自
転
車
振
興
会
の
交
付
金
申
請
に

つ
い
て
は
文
部
省
ス
ポ
ー
ツ
課
に
も
了
承
を

求
め
、
パ
ッ
タ
ア
ッ
プ
を
依
頼
し
て
あ
る
。

九
月
中
句
ま
で
に
は
手
続
を
す
ま
せ
た
い
。

な
お
安
彦
氏
を
山
荘
委
員
に
お
願
い
す
る
。

・

自
然
保
護
の
件
(

山
崎
〉

今
回
結
成
さ
れ
た
全
国
自
然
保
護
連
合
に

山
岳
会
と
し
て
加
盟
す
る
方
向
で
、
具
体
的

な
問
題
は
自
然
保
護
委
員
会
に
一
任
す
る
。

ζ

の
件
了
承
。

-

ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
問
題
の
件

(
丹
部
、
山
崎
〉

本
会
々
員
で
日
本
ア
ル
パ
イ
ン
・
ガ
イ
ド

協
会
に
加
盟
し
、
-
フ
ロ
と
し
て
行
動
し
て
い

る
も
の
が
お
り
、
日
山
協
の
ア
マ
チ
ュ
ア
規

定
に
抵
触
す
る
疑
い
が
生
じ
て
い
る
。
と
の

件
に
つ
い
て
は
日
本
山
岳
会
と
し
て
態
度
の

決
定
を
日
山
協
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
。J

A
C
と
し
て
は
、
次
回
常
務
理
事
会
で
と
の

件
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
と
と
に
し
た

ω

一
ぃ
。
と
の
件
了
承
。

ト
一
・

会
員
名
簿
の
件
(
坂
下
〉

間
一
九
月
中
匂
ま
で
に
印
刷
所
へ
ま
わ
す
よ
う

ι
一
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
入
手
不
足
の
た
め

3
-

専
属
の
ア
ル
バ
イ
ト
一
名
を
雇
い
た
い
。
と

会
務
報
告

の
件
了
承
。

・
山
日
記
の
件
(
牧
野
内
〉

十
二
月
初
句
発
行
を
目
標
に
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
会
員
全
員
に
無
料
配
布
は
発
送

の
点
で
難
が
あ
る
の
で
見
送
り
、
十
二
月
の

年
次
晩
餐
会
の
出
席
者
に
だ
け
配
布
す
る
よ

う
に
し
た
い
。
こ
の
件
了
承
。

・
推
薦
状
の
件
(
山
崎
)

明
大
山
岳
部
の
ラ
カ
ポ
シ
遠
征
、
お
よ
び

無
宗
楽
生
会
の
ア
ジ
ナ
プ
ル
ナ
遠
征
に
本
会

の
推
薦
状
交
付
を
申
請
し
て
き
た

が
、
明
大

の
ラ
カ
ボ
シ
は
さ
き
に
推
薦
状
を
発
行
し
た

ヌ
プ
ツ
エ
遠
征
と
同
じ
メ
ン
バー
が
ほ
ぼ
同

時
期
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ま

た
ア
シ
ナ
プ
ル
ナ
遠
征
は
、
無
宗
楽
生
会
の

実
体
が
不
明
な
た
め
、
い
ち
お
う
推
薦
状
発

行
は
見
あ
わ
せ
る
。
こ
の
件
了
承
。

・

国
際
山
岳
連
盟
の
件
(
吉
沢
)

本
年
度
の
総
会
は
十
月
十
五
日
ポ1
一
フ
ジ

ド
の
ザ
コ
パ
l

ネ
で
筒
か
れ
る
が
、
本
会
か

ら
の
出
席
は
中
止
。
来
年
は
ス
イ
ス
で
関
か

れ
る
。
ま
た
明
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
の
と

き
、

ド
イ

ツ
山
岳
会
で
青
年
の
会
を
聞
く
の

で
日
本
に
も
参
加
を
要
請
し
て
き
て
い
る
。

マ
報
告

-
山
岳
の
件
(

山
崎
)

山
岳
六
十
五
年
は
た
い
へ
ん
遅
く
れ
た
が

九
月
三
十
日
ご
ろ
出
来
上
る
。

・

婦
人
懇
談
会
(
渡
部
〉

九
月
四
日
、
今
井
茶
道
会
員
の
と
ζ

ろ
で

ヨ
ー
デ
ル
・

レ
コ
ー
ド
を
聞
く
会
を
開
く
。

渡
部
理
事
は
結
婚
の
た
め
十
月
北
海
道
に
移

る
が
、
出
来
る
だ
け
理
事
会
に
は
出
席
す
る

-

医
療
(
大
森
〉

国
立
公
園
協
会
か
ら
の
夏
山
診
療
所
助
成

金
五
十
万
円
は
四
十
四
年
度
、
四
十
五
年
度

分
を
そ
れ
ぞ
れ
十
四
校
に
分
配
し
た
。

な
お
松
方
三
郎
氏
は
λ
月
十
七
日
ジ
ャ
ン

ボ
大
会
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
の
さ
い
中
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
貧
血
を
お
と
し
、
慈
恵
医

大
に
入
院
、
検
査
の
結
果
十
二
指
腸
か
い
ょ

う
か
ら
の
貧
血
で
、
現
在
は
す
っ
か
り
回
復

し
九
月
中
句
に
は
退
院
す
る
。

一
図
書
室
便
り
…
(
昭
必
・8
〉

新
刊
図
書
受
入
報
告

筑
摩
書
房
寄
贈

ω
今
西
錦
司
著
『
自
然
と
山
と
』
昭
和
必

実
業
之
日
本
社
寄
贈

ω
脇
田
富
山
暢
著
『
-
東
南
ア
ジ
ア
の
旅
プ
ル
l

ガ
イ
ド
海
外
版
J
A
L

シ
リ
ー
ズ
ロ
!
』

昭
和
必

ω
渡
辺
正
臣
著
『
伊
豆
ブ
ル1
ガ
イ
ド
プ
ッ

グ
ス
邸
|

』
昭
和
必

日
本
山
岳
会
編
『
山
岳l
総
索
引
第
初
年

第
l

号
i

第
ω
年
l

』
昭
和
日
明

定
期
刊
行
物
受
入
報
告

〔部
報
・
会
報
類
〕

ω
長
崎
山
岳
会
『
あ
し
あ
と
』
(
怠
1
8

ω
兵
庫
県
山
岳
連
盟
『
兵
庫
山
岳
』
Z
0
・

m
H
〈
品
目
|
∞
)

ω
国
立
公
園
協
会
『
国
立
公
園
』
Z
O
M
g

ハ
品
目
1

3

ω
京
都
山
岳
会
『
京
都
山
岳
』

Z
0
・
叩
忽

ハ
品
目13

ω
墓
尽
野
歩
路
会
『
山
嶺
』
2
0
・
s
m
(
会

1
3
 

附
日
本
自
然
保
絡
協
会
『
自
然
保
護
』Z
0
・

H
H
O
(品目1
3

的
低
い
山
を
歩
く
会
『
低山
』
Z
0
・
三
〈
怠

|

∞
)
 

ω
日
本
山
岳
協
会
『
登
山
月
醤

Z
o
N
由

(
A
m
i
-
∞
)
 

ω
日
本
登
山
協
会
『
山
と
雪
』
Z
0
・

5
0

(
念1
3

〔
雑
誌
)

ω
『
ア
ル
.
フ
』Z
0
・
H
m
N
(品
目1

3

ω
『
岳
人
』Z
0
・
N
叩
H

(品
目1
3

-

ネ
パ
ー
ル
・
イ

ン
ド
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

条
約
の
件
(
丹
部
)

4

一
九
七
一
年
八
月
十
三
日
、
ネ
パ
ー

ル
、

イ
ン
ド
聞
の
貿
易
、
輸
送
条
約
が
調
印
さ
れ

ネ
パ
l

ル
へ
の
荷
物
の
輸
送
が
便
利
に
な
っ

た
。

阿
部
浩
子
さ
ん
が
黒
部
の
東
沢
付
近
で
集

中
豪
雨
の
た
め
遭
難
し
行
方
不
明
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
き
の
う
の
と

と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
と
ん
ど
そ
の

追
悼
集
「
奥
黒
部
に
逝
く
」
を
か
つ
て
の
仲

間
で
あ
っ
た
山
口
節
子
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
、

あ
れ
か
ら
も
う
二
年
以
上
た
っ
た
の
か
と
、

思
わ
ず
つ
ぶ
や
い
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
婦
人
懇
談
会
の
優
秀
な
メ

ン
バ
ー

と
し
て
、
穂
高
ゃ
、
富
士
で
行
な
っ

た
本
会
の
登
山
技
術
講
習
会
に
も
何
度
か
顔

を
出
し
、
私
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
お
手
つ
だ
い

し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
の
八
月
、

奥
黒
部
で
彼
女
の
三
回
忌
を
す
ま
せ
た
山
口

さ
ん
は
、
秋
田
し
お
み
、
羽
賀
育
子
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
登
山
隊
の
仲
間
と
の
連
名
で

奥
黒
部
に
逝
く

三
菱
商
事
山
岳
同
好
会
編

| 図 |

| 書|
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横
山
厚
夫
著

山
の
木
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
こ
そ
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
が

、

本
書
の
よ
う

な
内
容
の
も
の
は
単
行
本
と
し
て
は
初
め
て

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
木
暮
さ
ん
の
研
究
が
終

戦
直
後
朋
文
堂
か
ら
出
た
と
い
う
話
も
聞
く

が
、
小
生
は
ま
だ
現
物
を
見
て
お
ら
ず
、
と

ん
ど
著
者
に
よ
っ
て
、
木
暮
さ
ん
の
研
究
を

土
台
に
、
さ
ら
に
奥
行
き
を
深
め
、
最
近
の

状
況
を
あ
わ
せ
て
一
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ

と
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
。

「
江
戸
か
ら
見
え
た
山
」
、
「
東
京
か
ら
見

え
た
山
」
、
「
富
士
山
」
、
「
展
望
台
と
パ
ノ
ラ

マ
写
真
」
、
「
丹
沢
山
塊
」
、
「
奥
多
摩
の
山

々
」
、
「奥
秩
父
の
東
端
」
、
「奥
武
蔵
」
、

「
北
にあ
る
山
一
二
つ」
な
ど
の
十

一章
に
わ

け
著
者
は
写
真
と
地
図
と
ス
ケ
ッ
チ
を
そ
え

た
ん
ね
ん
に
亙
尽
か
ら
見
え
る
山
の
姿
を
追

い
求
め
て
い
る
。

よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
山
域
で
さ
え
見

る
角
度
を
ち
ょ
っ
と
ず
ら
し
た
だ
け
で
す
っ

「
去年
は
、
遭
難
直
後
右
岸
添
い
に
流
れ
て

い
た
東
沢
が
左
岸
に
移
っ
て
お
り
、
二
人
の

た
め
に
た
て
た
ケ
ル
y

の
台
地
が
あ
と
か
た

も
な
く
流
さ
れ
て
い
る
の
に
吃
然
と
し
た
の

で
す
が
、
今
年
の
夏
は
緑
が
ふ
え
て
当
時
の

生
々
し
さ
は
い
く
ら
か
う
す
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
彼
女
は
ど
こ

に
い
る
の
だ
ろ

う
。
教
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
、
と
腹
立

た
し
く
な
り
ま
す
。
」

と
添
書
し
て
あ
っ
た
。
巻
頭
に
載
っ
て
い

る
彼
女
の
最
後
と
な
っ
た
ス
ナ
ッ
プ
も
思
い

出
を
あ
ら
た
に
す
る
。
ハ

山
崎
安
治
)

昭
和
四
十
六
年
八
月
十
一
日
、
三
菱
商

事
山
岳
同
好
会
発
行
、
頒
価
七
百
円
、
一

五
八
ペ
ー
ジ
。
写
真
多
数
。
希
望
者
は
千

代
田
区
丸
ノ
内
ニ
l

六
l

三
の
岡
山
岳
同

好
会
あ
て
、
送
料
九
十
五
円
を
そ
え
て
申

し
込
め
ば
よ
い
。

東
京
か
ら
見
え
る
山

見
え
た
山

-867 ー ( 9 ) 



第
二
七
五
回
現
地
小
集
会
が
八
月
十
四
、

十
五
の
両
日
数
馬
の
山
崎
屋
を
宿
舎
と
し
て

行
な
わ
れ
た
。
五
日
市
か
ら
御
一
緒
に
な
っ

た
神
谷
氏
を
始
め
、
先
輩
の
方
々
と
パ
ス
の

人
と
な
る
。
走
り
去
る
窓
外
の
景
色
も
す
っ

か
り
変
っ
て
い
る
。
都
び
た
杉
皮
葺
の
屋
根

が
点
綴
す
る
昔
の
悌
は
も
う
な
い
。
私
の
三

十
年
前
の
山
行
記
録
の

一節
に
は
こ
ん
な
風

に
し
る
さ
れ
て
あ
る
。
田
部
重
治
先
生
の

「
馬
の
一
夜
」
に
憧
れ
た
私
は
、
五
日
市
か

ら
南
秋
川
の
街
道
を
歩
い
て
数
馬
の
山
皇
に

着
い
た
の
は
、
タ
品
聞
の
煙
が
棚
引
く
と
ろ
で

あ
っ
た
。
真
正
面
に
釜
え
立
つ
三
頭
山
も
夜

の
と
ば
り
の
中
に
ほ
か
さ
れ
て
、
頂
上
辺
り

が
残
照
に
赤
く
染
っ
て
い
た
。

薄
暗
い
ラ
ン
プ
の
灯
が
ゆ
ら
ぎ
、
囲
炉一泉

の
楕
火
に
手
を
か
ざ
し
て
食
ベ
る
山
栗
は
実

に
美
味
で
あ
る
。
暗
い
底
か
ら
湧
き
上
る
渓

流
の
音
が
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
聞
え
て
来

る
。
東
京
の
桜
は
す
で
に
散
っ
た
と
い
う
の

に
数
馬
の
夜
寒
は
板
戸
の
隙
聞
か
ら
遠
慮
会

釈
な
く
忍
び
よ
っ
て
来
た
。
色
褐
せ
た
感
傷

に

ひ
た
っ
て
い
る
と
パ
ス
は
い
つ
の
間
に
か

山
崎
屋
の
前
に
止
っ
て
い
た
。
木
の
間
を
吹

第
二
七
五
回
現
地
小
集
会

小
野

利
次

o
-

か
り
形
を
変
え
て
し
ま
う
山
も
多
く
、
ず
い

イ
一
ぷ
ん
形
が
変
る
こ
と
に
著
者
は
驚
ろ
い
て
お

η

一
り
、
「
単
に
山
を
見
て
、
あ
れ
が
何
と
い
う

刊
一山
か
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
か
ら
自

問
一
分
の
好
き
な
山
を
得
て
い
く
こ
と
も
、山
を

3

・
見
る
楽
し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
だ
」
と
著

者
は
結
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
東
京
か

ら
富
士
山
の
見
え
る
日
が
一
年
に
二
十
日
程

度
と
い
う
い
ま
の
東
京
の
空
は
何
と
か
な
ら

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
本
を
読
ん

で
、
こ
の
こ
と
が
特
に
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

(
山
崎
安
治
)

昭
和
四
十
六
年
六
月
丸
ノ
内
出
版
発

行
、
一
九
六
ペ
ー

ジ
、
地
図
、
写
真
多

数
、
定
価
七
百
円
。

き
抜
け
て
来
る
風
は
さ
す
が
に
涼
し
く
残
暑

に
鳴
い
で
い
た
私
達
を
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ

る
。
神
谷
氏
の
語
る
人
里
の
怪
談
は
特
に
興

味
を
そ
そ
っ
た
。

「
も
う
、
五
十
年
も
昔
の
こ
と
で
す
が
、

西
川
橋
の
た
も
と
の
旅
籍
に
泊
っ
た
時
の
こ

と
で
す
。
」

「夜
中
に
僕
の
部
屋
の
模
が
す
う
っ
と
開

い
た
の
で
お
や
と
思
っ
て
起
き
上
る
と
、
そ

こ
に
は
三
本
足
の
化
物
か
立
っ
て
い
て
、
僕

の
顔
を
見
て
ニ
タ
ニ
タ
と
笑
っ
て
い
た
の
で

す
。
」「

び
っ
く
り
し
て
布
団
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま

一
晩
中
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
い
ま
し
た
よ

「
翌
日、

数
馬
に
着
い
て
と
の
こ
と
を
話

す
と
。
」

「
出
ま
し
た
か
。
」

と
言
う
の
で
わ
け
を
聞
く
と
、
そ
の
家
は

猟
師
を
生
業
と
し
て
い
た
の
で
、
鳥
の
怨
霊

が
崇
っ
て
、
代
々
片
輪
者一か
生
れ
る
と
い
う
。

や
が
て
長
い
夏
の
日
も
西
に
傾
く
こ
ろ、

川
原
で
焚
火
を
囲
ん
で
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
山
菜
料
理
を
肴
に
、

維
ピ
l

ル
、

お
酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー

な
ど
で
歓

談
す
る
。

翌
十
五
日
は
蓉
曇
り
な
れ
ど
も
時
折
り
日

の
射
す
登
山
日
和
で
あ
る
。

七
時
朝
食
、
一
河
端
っ
て
記
念
録
影
七
時

四
十
分
、
三
頭
山
へ
出
発
、
進
逢
を
楽
し
む

人
達
に
送
ら
れ

、

手
を
振
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ベ
l

ス
で
ゆ
っ
く
り
と
行
く
。
街
道

の
両
側
に
は
、
兜
屋
根
、
半
切
妻
の
古
民
家

が
立
ち
並
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
嬉
し
く
な

る
。
集
落
を
抜
け
る
と
、
山
腹
を
削
っ
て
観

光
道
路
の
ヱ
事
が
始
っ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ

は
行
き
過
ぎ
た
観
光
開
発
の
現
場
を
見
て
、

自
然
保
護
よ
り
現
実
的
な
利
用
が
優
先
し
、

は
ば

rを
き
か
せ
て
い
る
と
と
に
憤
慨
す
る
よ

り
、
む
し
ろ
情
け
な
い
思
い
を
味
わ
っ
た
。

十
時
三
十
五
分
、
標
高
一
五
入
二
m
の
三
頭

山
頂
に
篇
く
。
三
頭
山
は
名
の
示
す
通
り
、

東
峰
、
中
央
降
、
西
峰
か
ら
成
り
立
っ
て
い

て
、

頂
上
付
近
は
樹
林
に
固
ま
れ
て
い
る
。

(第 2 回 ジャルパ ッ ク特別コース〉

(団長 : 日高信六郎氏〉

ヒマラヤ山岳とインドの旅 14 日間 388， 000 円
スケジュール

11 月 14日 東京発→カルカッタ着(午前)日航機で、
インドのカ yレカッタへ。(夜)到着。着後ホ
テ1レへ。

11 月 15日 カ}J.，カッタ発→カトマンズ着(午前〉空路ネ
ノξーノレ首都カトマンズへ。(午後〕市内観光。

11 月 16日 カトマンズ発→ポカラ着(午前〉空路ヒマ
ラヤの眺望がすばらしいポカラへ。(昼)到
着。(午後)自由行動。

11 月 17 日 ポカラ滞在 (終日)自由行動。ここからは
ネパー/レ・ヒマラヤのアンナプノレナ 8 ， 078
m 、 ダウラギリ 8 ， 167m、マチャプチャリ
6 ， 998m、といった世界の巨峰が仰げ、その
スケーJレの大きさは、世界の果てを思わせ
ます。

11 月 18 臼 ポカラ発→カトマンズ着(午前)由自行動。
(午後)空路再びカ ト マンズへ。(夕刻〕

11 月 19日 カトマンズ発→ルクラ= ジョサレ着(午前)
空路ノレクラへ。 Jレクラは標高 2 ， 700m、も
う大ヒマラヤのふところです。ジョサレま
で約 5時間の道のりを、エベレスト登頂者
チョタレイ氏(シェ Jレノ{)がご案内します。
(夕刻〉ジョサレ着。大自然の夜をテントで
迎えます。

11 月 20日 ジョサレ発=ナムチェパサー}J.，着(午前)
標高 3 ， 800m のナムチェパサ-Jレまで登山
ヒマラヤのエキスパート、日高信六郎，チ
ョタレイ両氏といっしょに約 6 時間，世界
の屋根大ヒマラヤの自然をふみしめましょ
う。(午後)めざすナムチェパサーノレのエベ
レスト・ビュー ・ ホテルに到着。

11 月 21 日 ナムチェパサール滞在 (終日)自由行動。白
い巨峰ヒマラヤの眺望は、 いくら眺めても

あきません。澄んだ空気の中でゆっくり と
お過ごしください。

11 月 22日 ナムチェパサール滞在 (終日)自由行動。ホ
テルの周囲にはめずらしい高山植物が咲い
ています。エベレストをパックに記念振影
をどうぞ。価値ある想い出となるでしょう。

11 月 23白 ナムチェパサー}J.，発=ルクラ着(午前)標
高差 1 ，OOOm をいっきに下山。(夕刻) Jレ
クラの民宿に到着。

11 月 24日 ルクラ発→カトマンズ着(午前)空路カト
マンズへ。(午後)自由行動。

11 月 25日 カトマンズ発→ニューデリー着(午前)自由
行動。(午後〉 ヒ マラヤの国ネパールに別れ
を告げ、空路インドの主都ニュ ーデリ ーへ。

11 月 26日 ニューデリー発 ・ アグラ・ニューデリー着
(終日〕特別専用パスでインド第一の観光
都市アグラを観光。

11 月 27日 ニューデリー発→東京着(朝)日航機で空路
帰国の途に。(夜)到着、 着後、空港で解散。

特記事項専門の医師が同行しますが、 参加資格者は
高度順応のある方で、しかも富士登山程度
の経験のある方に限ります。また、現地で
ロノξをご希望の方は、 Jレクラでツアー ・ 2 ン

ダクターにお申出ください。 (Jレクラ三三ナ
ムチェパサ-Jレ片道約 1， 500円、別途料金。

-ぉ申込み ・ お問い合せ先:
東京都港区新橋 1 丁目 1 8番 1 号
〒 1 0 5 (飛行館 1 階)
電話 03 (504) 0271 (大代表〉

三井航空サービス株式会社
旅客部団体課須 山 敬

( 10 ) - 668 ー



316-1911 ・ 10

ル
ー

ム
日
誌
(
必
年
8

月
)

3

日
(
火
)
訪
台
打
合
会

9

日
(
月
)
集
会
委
員
会

凶
日
〈
火
〉
山
荘
対
策
委
員
会

問
日
〈
水
)
名
簿
委
員
会

初
日
ハ
金
〉
常
務
理
事
会

八
月
中
来
室
者
一
一
一
六
名

快
晴
な
れ
ば
か
な
り
眺
望
が
利
く
が
、
生
憎

と
震
の
か
か
っ
た
よ
う
な
空
模
様
の
た
め
、

・数
馬
め
集
+
洛
の
み
が
墨
絵
の
よ
う
に
沈
ん
で

見
え
て
い
た
。
と
ζ

で
一
時
間
の
休
憩
と
昼

食
を
と
り
、
下
山
の
途
に
着
く
。
秋
川
の
橋

を
渡
る
と
山
崎
屋
は
近
い
。
か
く
し
て
二
日

間
に
わ
た
る
行
事
も
終
了
。
十
五
時
三
十
五

分
の
パ
ス
で
数
馬
を
後
に
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
十
月
十
日
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